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カジーさん
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　メコン 5ヵ国にある、EDF の各国事業所。そこで

働く私たちの大切な仲間であり、皆様からいただい

たご支援を、心をこめて子どもたちに届ける現地ス

タッフを紹介していきます。今回は、タイの事業所

で 23 年間勤務しているノックさんと、ラオスの事

業所で20年間勤務しているケオさんを紹介します。

　私の名前は Wichitr  
Nilphuy です。ノックと呼
ばれています。趣味は、映
画鑑賞、ネットサーフィン、ジョギングとバトミ
ントンです。1997 年から EDF-Thai（タイ事業所）
で働き始めました。きっかけは、友人から求人募
集を聞いたことでした。
　現在、ICT システムマネージャーをしています。
私にとって、農村地帯で貧しい子どもたちの状況
調査をする仕事はとても貴重な経験です。これま
では、貧しい家庭の実際の現状を目にすることは
なかったからです。貧しい生徒たちが学ぶ機会を
得て、希望を持っていく姿に喜びを感じます。
EDF グループで働けることは私にとって幸せで、
このように社会に貢献している団体の一員として
働けることがとても価値あることだと感じていま
す。
　日本の支援者様は、外国であるタイの子どもた
ちを助けてくださる本当に親切な方々だと思いま
す。恵まれない子どもたちに、たいへん価値のあ
る学ぶ機会を与え、さらに進学したいという夢を
叶えてくださり、心から感謝申し上げます。

　私の名前は Phonesavath 
Phangthong、ニックネーム
はケオです。趣味は料理、読書、
運動です。EDF-Lao（ラオス事業所）で、2001 年
から働き始め、奨学金とプレゼントセットなどの
プロジェクトを担当しています。これまで 20 年
近く、ダルニー奨学金事業に関わり、農村地域の
貧しい子どもたちに教育支援と、地域社会へ貢献
ができていることがとても嬉しいです。さらに、
教材セットを学校に届けることを通しても、多く
の子どもたちに支援が及ぶのを感じます。
　また、日本から支援者様グループが学校を訪ね
てくださり、奨学生たちが笑顔と笑い声で満たさ
れた姿を見る時、本当に嬉しい気持ちになります。
奨学金は農村地域の子どもたちの教育の発展のた
めにたいへん重要なもので、その地域の活性化に
つながり、教育レベルの向上をもたらしています。
　EDF グループの一員として働けることは私に
とって誇りです。チームワークを学ぶことができ
ると共に、農村部などで地域社会を助けることが
できます。プロジェクトに関わる中で、受けるよ
り与えることの大切さを学ばされます。そして貧
しい地域が少しずつ発展し、子どもたちの教育レ
ベルが向上し、子どもたちの笑顔が増えて、より
よい将来を描けるようになっていく姿を見るのが
とても嬉しいです。
　日本の支援者様は親切で献身的な方々だと思い
ます。これまでのご支援に、お礼を申し上げます。
皆様のご支援は教育の発展に非常に重要であり、
その助けにより子どもたちは健やかに大人へと成
長し、今度は家族を養うことができるようになり
ます。ラオスから皆様のご健康とご多幸を祈って
います。












